
1 2 3 4 5 6

No.1No.1No.1No.1

No.No.No.No.2222

No.8No.8No.8No.8

No.3No.3No.3No.3No.4No.4No.4No.4

No.5No.5No.5No.5

No.6No.6No.6No.6No.7No.7No.7No.7

No.9No.9No.9No.9
No.10No.10No.10No.10

樹幹樹幹樹幹樹幹

(m)

(m)

基岩面基岩面基岩面基岩面

２００８２００８２００８２００８年年年年
解析領域解析領域解析領域解析領域

0
0

1

2

3

4

5

図図図図１１１１ 水分計配置水分計配置水分計配置水分計配置

電気探査電気探査電気探査電気探査によるによるによるによる森林森林森林森林斜面表層斜面表層斜面表層斜面表層部部部部のののの不均質不均質不均質不均質なななな水分挙動水分挙動水分挙動水分挙動のののの把握把握把握把握        

 

        京都大学大学院農学研究科 ○隅田順・山川陽祐・小杉賢一朗・梁偉立・水山高久 

 

１１１１．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに    

 これまでの山地水文過程に関する研究によって、斜面の表層崩壊発生に関して、斜面土壌内の水分挙動に関

する情報が重要であることが指摘されてきた。これまで地盤内の水分挙動を把握するために、埋設型の土壌水

分計が用いられてきたが、センサーの空間的な分解能が低くセンサー数によって計測範囲が限定されるという

問題がある。一方、Suzuki et al, 2001やMichot et al, 2003によって電気探査法が広範囲を対象とした土壌内水

分探査に有効である可能性が示された。しかし山地斜面の表層部を対象としている研究例は極めて少ない。本

研究では、山地斜面の同一測線上で電気探査と高密度に配置した土壌水分計による経時観測を行い、その観測

結果を比較することで電気探査の水分挙動に対する探査精度を検証することを目的とした。 

 

２２２２．．．．方法方法方法方法 

 計測は 2008年 11月と 2009年の 6月に、京都市北区

に位置する京都大学上賀茂試験地内にて行った。勾配約

28度の斜面において、縦断方向に電気探査と水分計の測

線を 10cmほど離して並列に設置し、電気探査に用いた

装置は E60CN MERS(GeoPen 社製)で、電極間隔は水平距

離で 50cm とした。11 月中の計測では計 11 か所に電極を

設置し、測線全長 5.0m(水平距離)とした。6 月中の計測

では計 14か所に電極を設置し、測線全長を 6.5m(水平距

離)とした。一方、土壌水分計にはキャパシタンスメー

ター(Sentek社製，EasyAG-5P)を用い、水平距離で約50cm

間隔、計 10 か所(上流側より、No.1～10)埋設し、全長

約 4.7m(水平距離)の測線を設定した。電気探査による解

析領域における水分計の位置を図図図図１１１１に示す。 

 11 月の計測では解析領域中の樹幹に樹幹流をバイパスする装置を取り付け、樹幹流を遮断した。電極配置

は dipole-dipole法を用い、11 月は 1 時間ごと、6 月は 10 分ごとの自動計測を行った。水分計は 1 か所につき

深度 10cm から 50cm までの 10cm ごとの計 50地点について 5分間隔で自動計測を行った。 

 

３３３３．．．．結果結果結果結果とととと考察考察考察考察    

図図図図２２２２に 2008年 11月 24日 11時からの降雨に対する比抵抗変化率と 2009年 6月 29日 15時からの降雨に

対する比抵抗変化率を示す。樹幹流をバイパスしている 11月に比べ、バイパスしていない 6月では樹幹の下

流側、特に No.7地点において短時間で深い深度まで比抵抗値が減少しているのが分かる。また、図図図図 3333のNo.7

地点の 50cm深度における体積含水率と比抵抗値の時間変化を見てみると、11月、6月ともに比抵抗値が体積

含水率と非常によく対応しながら変化しているのが分かる。この結果から、本実験において電気探査によって

樹幹下流側に発生した樹幹流を検知していると考えられ、電気探査法を用いて山地斜面における不均質な水分

挙動を把握できる可能性が示された。 
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